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広
報

盆
過
て
宵
闇
暗
し
虫
の
声

芭
蕉

残
暑

が
き

び
し

か
っ
た
。

今
年
の
夏

は
、
ヤ

マ
セ
も
少
な

く
暑

い
日

が
続

い
た

が
、
子

供
達

は
暑
さ
な

ん
か
へ
っ
ち

ゃ
ら
で
、

元

気
に
遊

び
ま
わ
っ

た
よ
う

だ
。

村
の
子

は
、
日
に
焼
け

た
元
気

な
顔
で
全
員

学
校
に
通

っ
て

い
る

と
い
う
。

事
故

な
く
休

み

が
終

わ

っ
て
、
ま

ず
は
め
で

た
い
。

で
も

、
宿
題
は
ち

ゃ
ん
と
出
来

た
の

か
な
。

さ
て

、
夏

の
祭
り

も
過

ぎ
て

、

ま
わ
り

に
は
す
す

き
の
穂

が
開

い

て
き

た
。

夜
に

な
る
と
、
静
け

さ

の
中

に
虫

の
歌

が
遠
く
聞
こ
え
る
。

何

だ
か
淋
し

さ
が
ま
わ
り

に
押
し

寄
せ
て

く
る
よ
う

だ
。

や

は
り
、
秋

な
の
だ
。

読
書

の
秋

と
か
、
食
欲

の
秋
、

芸
術
の
秋

と
い
う

。

今
年
の
秋

こ
そ
、
赤
ト

ン

ボ
が

ス
イ

ス
イ
涼
し

げ
に
飛

び
回

る
下

で

、
文
庫
本

の
一
冊
で
も

真
剣
に

読

ん
で
み
よ
う

か
。
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●第32回 村民体育祭

阿弥陀川チームが総合優勝!
小差で第２位長科、第３位中沢

入
楊
行
進
は
宮
本
地
区
会
が
三
年
連
続
Ｖ

七
月
二
十
七
日
（
日
）
、
寒
く
も
な
く
、
暑
く
も
な
い

と
い
う
日
、
第
三
十
二
回
村
民
体
育
祭
が
村
総
合
運
動
場

を
会
場
に
、
約
子
人
の
村
民
を
集
め
て
開
催
さ
れ
、
少
年

つ
な
ひ
き
優
勝
な
ど
各
競
技
に
高
得
点
を
重
ね
た
阿
弥
陀

川
チ
ー
ム
が
、
見
事
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

ら
始
ま
り

ま
し

た
。

入
場
行

進
に
は
、
昭
和

六
十
一

年
か
ら
交
通

安
全
協
会
長

賞

が
出

さ
れ
、
年

々
好
評

で
、
そ

れ

ぞ
れ
工

夫

が
凝
ら

さ
れ
ま
し

た
が
、
予
想

ど
お
り

「
祝
ロ
イ

ヤ
ル
カ
ッ

プ
ル

お
め
で
と
う
」
の
横
断
幕
を
先
頭
に

し

て
礼
宮
様

と
紀
子
様

に
扮
（
ふ

ん

）
し

た
子

供
達
の
入
場

で
宮
本

地
区

会

が
見
事
三
年

連
続
の
賞

を

獲
得
し

ま
し

た
。

開
会

式
で
は
、
八
戸

大
会
長

が

「
強

い
身

体
と
強

い
心

村
民
体
育

祭
の
テ

ー
マ
の
と

お
り

明
る

い
豊

な
村

づ
く
り
の

た
め
に
も
、
今
日

は

Ｉ
生
懸
命
頑
張
っ

て
ほ
し

い
」

と
挨
拶
し

、
来
賓

を
代

表
し
て
津

島
村
議

会
議
長
よ
り

「
ス

ポ
ー
ツ

日
和

で
あ
る
今
日

は
、
友
情

と
親

睦
を
深

め
、
部
落

の
名
誉
を

か
け

て
ヶ

ガ
の
な

い
よ
う
頑

張
っ
て

ほ

し

い
」

と
祝
辞

を
い
た

だ
い
た
。

こ
の
後
、
藤
本
忍

（
長
科

）
さ

ん
が
、
半
円

に
団

旗

が
集
ま

る
中

で
元

気
一
杯

の
選
手
宣
誓

を
し

ま

し

た
。

祭

は
、
午
前

九
時

よ
り
奈
良

尹

大
会
委

員
長
の
開
会

の
宣
言

と
と

も
に
打
上

げ
ら
れ
た
号
砲
（
花

火
）

で
始
ま
っ

た
。

こ
の
日
は

、
寒
く
も
な
く

暑
く

も

な
い
と

い
う
日

和
の
中

、
選
手

・
応
援
団

と
も
声
を
か
ら
し

な

が

ら
声
援
。
汗

ビ
ッ

シ
ョ
リ

の
熱

い

戦

い
が
展
開

さ
れ
ま
し

た
。

戦

い
は

、
早

々
と
入
場
行

進
か

大
会
種
目
は
、
昨
年
の
百
周
年

と
は
違
ヤ
ン
ン
プ
ル
な
種
目
に
な

り
ま
し
た
が
、
杯
が
か
か
っ
た
競

技
は
だ
い
ぶ
熱
が
入
っ
た
よ
う
で

す
。二

年
前
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加

え
ら
れ
た
男
女
砲
丸
投
げ
と
走
り

幅
跳
び
も
年
々
好
評
で
、
大
会
新

が
続
々
出
る
な
ど
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

真
夏
な
が
ら
選
手
に
は
最
高
の

コ
ン
デ
シ
ョ
ン
、
ケ
ガ
人
も
な
く

午
後
三
時
前
に
は
、
阿
弥
陀
川
部

落
の
総
合
優
勝
で
大
会
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

◆
今
年
の
主
な
成
積

▼

総

合

の

部

一
位
　

阿

弥
陀
川
（
七

十
四

点
一

二

位
　

長
　
　

科
（
六

十
七
点
一

三
位
　

中
　
　

沢
（
六
十

六
点

）

▼

入

場

行

進

の

部

一
什
一
　
宮
　
　

本

二
位
　

阿
弥
陀
川

三
位
　

郷
　
　

沢

▼

砲

丸

投

げ

の

部
（

男

子

）

一
位
一
　
福
田
　

幸

生
（
郷
沢

）

二
位
　

坂
本
　

豊
昭

（
長
科

）

三

位
　

坂
本
　
　

太
（
中
沢

）

▼

砲

丸

投

げ

の

部

（

女

子

一
位
　

久
慈
　

優
子

（
広
瀬

）

二
位
　

稲
葉
　

澄
子

（
宮
本

）

三

位
　

稲
葉
ひ
と
み

（
高
根

）

▼

走

り

幅

跳

び

の

部
（

男

子

一
位
　

吉
田
　

智
範
（
中

沢

）

二

位
　

佐
井
　
　

皇
（
宮

本

）

三

位
　

稲
葉
　
　

宏
（

高
根

）

▼

走

り

幅

跳

び

の

部
（

女

子

）

一
位
　

飯
田
　

明
子
（
瀬
辺
地

）

二
位
　

木
戸
　

琴

美
（
瀬
辺
地

）

三
位
　

久
慈
　

文
子
（
広
瀬

）

▼

少

年

八

百

片

徒

競

走
（
女

子

）

一
位
　

飯
田

理
賀
子
（
瀬

辺
地

）

二
位
　

工

藤
　

友

美
（
広
瀬

）

三

位
　

木
村
　

善
子

（
蓬
田

）

村民体育祭から●2
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ラ
カ

▼

少

年

千

八

徒

競

走
（

男

子

）

一

位
　

八

幡
　

清

彦

（

高

根

）

二

位
　

坂

本
　

信
吾

（

長

科

）

三

位
　

八

幡
　
　

充

（

高

根

）

▼

中

学

生

以

上

手

五

百

じ

徒

競

走

（
女

子

）

一
位
　

伊

豫
部

美
希

子
（
瀬
辺

地
）

二

位
　

佐

藤
　

由

香

（

長

科

）

三

位
　

櫛

引
　

恵

子

（

中

沢

）

▼

中

学

生

以

上

三

千

八

徒

競

走

（

男

重

一
位
　

佐

井
　
　

皇

（
宮

本

）

二

位
　

田

中
　

和

哉

（
蓬

田

）

三

位
　

工

藤
　

治

郎

（
中

沢

）

▼

高

齢

者

王

入

れ

一

什
一
　
中
　
　

沢

二

位
　

長
　
　

科

三

位
　

蓬
　
　

田

▼

少

年

綱

引

き

一

位
　

阿

弥

陀

川

二

位
　

長
　
　

科

三

位
　

中
　
　

沢

▼

部

落

対

抗

綱

引

き

一
位
　

郷
　
　

沢

二

位
　

中
　
　

沢

三

位
　

長
　
　

科

▼

部

落

対

抗

リ

レ

ー

一
什
一
　
長
　
　

科

二

位
　

高
　
　

根

三

位
　

広
　
　

瀬

3●村民体育祭から

メ ル
ポ

手を使えないと苦しい。走るのよりこっちの方が楽しい。ムカデ競争はイチニイチニ

苦しいけど頑張るぞ！ そ～れケッパレ！

位置についてよ～い！

総合優勝の阿弥陀川チーム

元気よくラジオ体操
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●自らの人生を切り開こう！

成λ式Congratulations ？

四
十
六
名
が
胸
に
新
た
な
誓
い

お
と
な
に
な
っ

た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
強
く
た
く
ま
し

く
生
き
抜
こ

う
と
す
る
新
成
人

を
お
祝
い
し
励
ま
す
と
と
も
に
、
郷
士
蓬
田
村
の
構
成
員

と
し
て
相
協
力
し
、
明
る
い

豊
か
な
住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
努
力
す
る
村

民
と
し
て
の
出
発
日
と
し
て

も
ら
お
う
と
、
八
月
十
五
日
（
水
）
村
中
央

公
民
館
に
お
い
て
、
新
成
人
（
四
十
六
名
出
席
）
、
来
賓
及
び
関
係
者
の
参

加
を
得
て
、
平
成
二
年
度
の
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式

は
午
前
十
時

か
ら
始
ま
り

、

奈
良

尹
教
育
長

か
ら
式
辞
が
あ
り
、

続

い
て

、
八
戸
良

次
郎

村
長

と
津

島

鉄
男
村
議
会
議
長

か
ら
、
そ

れ

ぞ
れ
お
祝
い
の
言
葉

を
い
た

だ
き

ま
し

た
。

新
成

人
代
表
の
木
戸
琴

美
（
瀬

辺
地

）
さ
ん
は
、
「

一
人
の
大
人

と
し
て

の
自
覚
を
持

つ
こ
と
は
も

ち
ろ
ん

、
忘

れ

が
ち

な
、
ど
ん
な

些
細
な

事
で
も
感
動
を
覚
え
る
心
、

た

だ
時
代

に
流
さ

れ
な
が
ら
生
き

て

い
る
の
で
は
な
く
て

、
常
に
何

ら
か
の
目

標
を
持
ち

、
自
ら
進
ん

で
生
き

ぬ
い
て

い
く
ん

だ
と

い
う

気

持
ち

を
持

ち
続
け
て

い
け

る
、

そ
ん
な
大

人
に
な
り

た
い
と
思

い

ま
す
」

と
新

成
人
誓

い
の
こ
と

ば

を
発
表
し

ま
し

た
。

こ
の
後

、
村
長
か
ら

、
男
性
に

は
、
村
の

鳥
オ
オ
（

ク
チ

ョ
ウ

が

デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
ネ
ク

タ
イ

ピ
ン

女

性
に
は
ネ

ッ
ク
レ

ス
が
そ
れ

ぞ

れ

プ
レ

ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し

た
。

ま
た
、
村

選
挙
管
理
委
員

会
坂

本

孝
男
委
員
長

よ
り
、

「
選
挙
啓

発

」
用
の

オ
リ

ジ
ナ

ル
テ

レ
ホ
ン

カ
ー
ド

が
プ
レ

ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し

た
。引

き
続
き

、
角
山
桂
一
（
蓬
田

）

さ
ん

が
「
求

メ
ヨ
、
サ

レ
バ
与

ヘ

ラ

レ

ン

、

こ

の
言

葉

の

示

す

通

り

、
他
人

が
自
分

が
望
む
人

生
を

決
し

て
与
え
て

は
く
れ
ま
せ

ん
。

自
分

が
望
む
人

生
は
自
ら

の
手

で

し
か
得
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
社
会
に
で
て
困
難
に
出
会

っ
た
と
き
に
は
、
今
日
の
成
人
式

で
の
初
心
を
思
い
出
し
、
志
を
貫

き
通
す
た
め
に
自
ら
の
人
生
を
切

り
開
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
提
言

し

、
村
民

の
誓

い
を

、
森
三

奈
子

（
阿
弥
陀
川

）
さ
ん

と
新

成
人

が

全
員
で
斉
唱
し

ま
し

た
。

記

念
講

演
は
、
全
日
本

ダ
ン
ス

協

会
連
合
会

常
務
理
事

の
成
田
要

次
郎
先

生
に

「
新
成
人

に
望
む
も

の
」

と
題
し

た
熱
っ

ぽ
い
講
演
を

し
て

い
た

だ
き
ま
し
た
。

式

の
最
後

は
、
津
田
教

育
委
員

会
委

員
長

の
音
頭
で
、

ジ
ュ
ー
ス

で
乾

杯
し

ま
し

た
。

ま

た
、
ア
ト
ラ

ク

シ
ョ
ン
で
、

玉
松

太
鼓
愛
好
会

の
有
志
三

名
に

よ

る
玉

松
太
鼓

が
披
露

さ
れ
、
新

成
人

の
ほ

と
ん

ど
が
初
め
て
聞

く

と
あ

っ
て
会
場

か
ら
は
大
き

な
拍

手

を
受

け
ま
し

た
。

式
典

終
了

後
に
は
、
新
成
人

と

来

賓
が
一
緒
に
記

念
撮
影
を
し

て

め
で

た
い
成
人
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

祝成人式●4
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家族が手を取りあって！

村精神障害者よもぎ家族会が設立総会

精
神
障
害
者
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を
深
め
、
精
神
障
害
者
の
社

会
復
帰
を
目
標
に
、
互
い
に
学
び

あ
い
、
家
族
間
の
親
睦
を
図
る
と

と
も
に
、
社
会
に
お
け
る
偏
見
を

是
正
し
、
地
域
精
神
保
健
の
向
上

を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
、
八
月

十
日
（
金
）
午
前
九
時
半
よ
り
村

玉
松
公
民
館
に
て
、
家
族
や
関
係

者
三
十
名
の
出
席
を
得
て
村
精
神

障
害
者
よ
も
ぎ
家
族
会
が
設
立
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
家
族
会
の
設
立
に

至
る
経
過
報
告
が
さ
れ
た
後
、
八

戸
良
次
郎
村
長
と
成
田
昌
弘
青
森

保
健
所
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

・
お
こ

ら
れ
る
　
悪
い
と
こ
ろ
は
　

マ
マ
に
似
る
　

い
ツ
子

・
父
同

士
　

娘

の
　

話
に
　

花

咲
す
　
　
　
　
　
　

節
子

・
作
業
よ
り
　

子
育
て
苦

し
む
　

今

の
親
　
　
　
　

啓
子

・
婚
期
す

ぎ
　

そ

れ
で

も
き
か
ず
　

親

が
す

ね
　
　

貞
春 引

き
続
き
議

事
と
な
り

、
会

則

や

事
業
計
画

、
予

算
な

ど
を
決
め

た
後
、
役
員

の
選
出

と
進
み
、
初
代

の
会
長

は
大
宮
平
八

郎
（

郷
沢
）

さ
ん

に
な
り
ま
し

た
。

会長
大宮平八郎

事
業
計
画
は

、
①
社
会
復
帰

訓

練
教
室
へ
の
運
営
協
力

②
学
習
会

、

研

修
会
の
開
催
及

び
参
加
③

レ
ク

リ

エ
ー
シ
ョ

ン
④
他

家
族

と
の
交

流
等

を
決
め
ま
し

た
。

ま

た
、

『
精
神
障

害
者
を
抱
え

る
家
族

の
役
割
』

と
題
し

て
藤
代

健
生
病

院
院
長
の
蟻
塚

亮
二

先
生

の
記
念

講
演

が
あ
り

「
家
族
の
声

を
主

と
し

た
、
社
会
福

祉
制
度
の

拡
大
に
向
け

て
、
強
力

に
取

組
む

こ
と

が
大

事
で
あ
る
」

と
話

さ
れ

ま
し

た
。

昼
食
後
、
蟻
塚
先
生
を
囲
ん
で
四

家
族

会
座
談
会

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

新
し

く
で
き

た
、
蓬
田
村

精
神

障

害
者

よ
も

ぎ
家

族
会
に

ご
理

解

と

ご
協

力
を
お
願

い
し

ま
す
。

交通事故の無料相談

こ存じですか？

●電話のご相談もお受けします！

登0177-22- 1 0 2 5 （直通）

○相談日

月曜から金曜午前９時半～午後４

時40分

○専門の相談員が親身になってご相談

に応じます。

○弁護士相談日

毎月第４水曜日午後１時～４時

飭日本損害保険協会青森自動車保険

請求相談センター

青森市堤町2-1-7　 日産火災青

森ビル４階（青森文化会館向い）青

森調査事務所内　容0177-76-4391

写
真

・
運
動
会
　
子
供
以
上
に
　
親
は
し
ゃ
ぎ
　
　
　
　
重
彦

・
名
を
残
し
た
が
る
親
父
は
　
芸
達
者
　
　
　
　
　

俊
久

・
年
老
い
て
　
子
の
手
借
り
て
も
　
子
が
不
安
　
　
勝
子

・
子
に
託
す
　
人
そ
れ
な
り
の
　
親
心
　
　
　
　
　
栄
博

郷
　
沢

加
　

藤
　

継
　

悦

さ
ん

昭
和
三
十
六
年
、

蓬
田

小
学
校
修
学

旅
行
の
時
、
函
館
山
頂
で

バ
ス

酔
い
の

二
人

を
「

向
か
っ

て
右
が
八
戸
良

幸
（
阿

弥
陀
川
）
さ
ん
」
担
任
の

高
谷
信
郎
先

生

（
現
波
打
小
）
が
撮
っ
て

く
れ
た
写

真
で

す
。

こ
の
写

真
を
見
る
た
び
に

あ
の
頃
の

思
い
出
が

蘇
（
よ
み
が
え
）
り

ま
す
。

今
年
は
例
年
に
な
く
暑

い
日
が

続
き
ま
し
た
。

こ

れ
か
ら
日

一
日
と
秋

に
近
づ
き
ま
す
。
秋
を
テ

ー
マ
に
一
句
ど
う
で

す
か
。

一
枚
の
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陸上女子の部で総合1位！

ゲートボールの部は２位！

県
民
体
育
大
会
で
続
々
入
賞
！

八

月
十
八
日

、
十
九
日

の
二

日

間

、

さ
わ
や
か
に
晴
れ
上

が
っ
た

夏

空

の
下

、

県

民

ス
ポ

ー

ツ

の

祭
典

、
第
四

十
五

回
市
町
村
対

抗

県
民

体
育
大
会

が
、
弘
前
市
を

主

会
場

に
行
わ

れ
ま
し

た
。

わ

が
村
も
陸
上

競
技
、

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
・

卓

球

・

ボ
ウ

リ

ン

グ

競

技

の
四

種

目

に
出

場
し

て

、

陸
上

競
技
で
は
女
子

が
総
合
一
位

を
獲
得

、

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
部
で

は
見

事
二

位
を
獲
得
す

る
な

ど
各

種
目

と
も
上
位
入
賞
す

る
健
闘
を

見
せ
ま
し

た
。

特

に
、
森
三

奈
子
（
阿
弥
陀
川

）

さ
ん

は
、
百

片
徒
競

走
一
位
と

、

四

百

片
リ

レ
ー
ニ

位

、
走
り
幅
跳

び
三
位
入

賞
と

い
う
す

ば
ら
し

い

成
績
で
し

た
。

今

年

初

参

加

の

小
松

美
由

紀

（
蓬
田

）
さ
ん
も
二
百

片
徒
競
走

で

見

事

二

位

入

賞

を

果

た

し

ま

し

た

。

ま

た
、

男

子

で

は

小

鹿

誠

（
長

科

）

さ

ん

と

、

久
慈
修

一
　（
広
㈲

）
さ
ん

が
砲
丸

投

げ
で
見

事
三

位
入

賞
を
果

た
し

ま
し

た
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

成

績
は
次
の
通
り

で
す
。

◆

女
子
百

片
徒
競
走
①

森
三

奈
子

（
阿
弥

陀
川

）
◆

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル

②
工
藤
茂

芳
（
長
科

）
坂
本
三

千

男
（
中

沢
）
坂
本
英

夫
（
長
科

）

杰

尸
弘
（
瀬

辺
地

）
八

幡
重
五
郎

（
高
根

）
泉
谷
留
吉
（
長

科

）
坂

本
繁
男
（
中

沢

）
◆
女
子
二

百

片

徒
競
走
②
小

松
美
由
紀

（
蓬
田

）

◆

女
子
四
百

靆
リ

レ
ー
②
森
三

奈

子

（
阿
弥

陀
川

）
小
松
美
由

紀
（
蓬

田

）
田
中
り

み
子
（
瀬
辺

地

）
藤

本

郁
子
（
長

科
）
◆
女
子

走
り
幅

跳

び
③
森
三

奈
子
（
阿

弥
陀
川

）

◆

男
子
砲
丸

投
げ
Ｂ

③
小

鹿
誠

（
長
科

）
◆

男
子
砲
丸
投

げ
Ｃ

③

久
慈
修
一
　（

広
瀬
）
◆
女
子

砲
丸

投

げ

④

坂

本

ひ

と

み

（

中

沢

）

◆

男

子

砲

丸

投

げ

Ａ

⑤

中

川

悟

（

郷

沢

）

暮らしと電気安全

断 線し た電 線 に は

さ わら な い

(財)東北電気保安協会

我

が
国

の
位
置
す

る
北

半
球
に

は
、
年
間
二

十
八

か
ら
三

十
回
程

度

の
台
風

が
発
生
し

、
そ
の
う
ち

二

、
三

回

の
台
風

が
我

が
国

に
直

接
影
響
を
及

ぼ
し

て

い
ま
す

。

日
本
を
襲
う

台
風
に
よ

る
ｍ

は

梅
雨

と
並
ん

で
わ

が
国

に
と
っ
て

は

、
貴
重
な

水
源
に
も

な
っ
て

い

ま
す

。
と
こ
ろ
で

、
台
風
は

統
計
的
に

は
九
月

上
旬

か
ら
下

旬

に
我

が
国

に
上

陸
し
、
各

地
に
風

水
害
を
も

た
ら
し

て

い
ま
す

。

電
気
設
備

の
浸
水
や
冠

水
、
強

風

に
よ

る
倒

壊
や
断
線

な
ど

が
あ

り
ま
す
。
断

線
し

た
電

線
に
は
電

流

が
流

れ
て

い
る
こ

と
が
あ
り
ま

す
の
で

、
絶
対
に
手

を
触
れ
な

い

で
下

さ
い
。

電

力
会
社
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
税
は

暮
ら
し
の
中
に

生
か
さ
れ
て
い
ま
す

特別相談日を開設します

蓬田村商工会では、毎月10日を特別相談日と

して、（但し日曜祭日の場合は翌日とする）経営･

金融・税務・経理等について、相談に応ずるこ

とになりましたので、皆様のお出でをお待ちし

ております。

１。本目言炎日　　９月10日

２．時　 間　午前９時30分～午後３時30で分

３．場　 所　蓬田村商工会館

４．担当者　経営指導員　熊谷武四郎　外

県民体育大会／商工会から●6



ネ
プ
タ
絵
は
ま
か
せ
て
！

広　報　よ　も　ぎ　た

今
回

は
、
高
根
子

供
会
の
大
扇

ネ

プ
タ
絵
を
四

年
間

続
け

て
描

い

て

い
る
稲
葉
宏
さ
ん
（
蓬

田
村
農

協
勤

務
）
に
取
材
し
ま
し

た
。

稲
葉
さ
ん
は
大
変
絵

が
上
手
で
、

四

年
前

子

供

会

が
ネ

プ
タ

運

行

す
る
と
聞
き
、
部
落
の
活
性
化
の

た
め
に
一
役
買
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

今
ま
で
自
己
流
で
毎
年
約
三
台

位
ず
つ
手
掛
け
て
来
た
そ
う
で
す

が
、
毎
日
仕
事
が
終
っ
て
か
ら
夜

十
時
ま
で
一
週
間
が
か
り
で
仕
上

げ
ま
す
。
作
業
は
、
高
級
障
子
紙

に
墨
付
け

、

ロ
ウ
ソ

ク
付
け
、
色

塗
り

と
い
う

順
番

に
進
み
ま
す
が
。

「
一
人
で

の
作
業

は
は
か

ど
ら
な

い
の
で

助
手

が
ほ
し

い
」
と
本
音

を

ポ
ロ
リ
。

こ

れ
か
ら
は

、
「
子

供
達
に
ネ

プ
タ
絵

の
描
き
方

を
指
導
し

、
後

継
者

づ
く
り

と
と
も
に
、
自
分
達

が
造

っ
た
手
作
り
ネ

プ
タ
運
行

に

な
っ

た
ら
も
っ

と
い
い
」

と
夢

は

膨

ら
み
ま
す
。

仕
事
で

は
、
全
国

へ
今
売
出
中

の
「
桃
太
郎

」
担
当
で

、
六
月

か

ら
十
月
ま
で

は
早

朝
よ
り
農
協
ト

マ
ト

選
果
場

へ
出
勤
し
て

、
毎

朝

八

十
戸

の
人

達

が
持

寄

る
二

千

ケ
ー
ス
の
ト

マ
ト

を
自
分

の
目

で

一

個

ず
つ
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
・
Ｄ

の
等

級
に
選
定
し
て

来
ま
し

た
が
、
八

月

十

八

日

か

ら

選

定

機

が
導
入

さ
れ
た

た
め
、
ト

マ
ト

の
選
定
も

正

確
に
な
り

等
級
も
上

が
り
農
家

の
収
入
も

増
え
る
と
自

信
タ
ッ

プ

リ
。
「
現

在
、
村
の
ト

マ
ト

で
の

収
入
は
一
億
二

千
万
円

で
す

が
、

将
来
は
五

億
円
ま
で
伸

び
て
ほ
し

い
」

と
語

る
稲
葉

さ
ん
が
桃
太
郎

に
か
け

る
期
待
は
大

な
の
で
す
。

ま

た
、
毎
年
秋

に
開

催
さ

れ
て

る
陸
奥

湾
一
周
駅
伝

競
走
や
、
県

民
体
育
大

会
の
選
手

と
し

て
活
躍

中

の
稲

葉
さ
ん
は

、
小

学
校
一
年

の
女

の
子

と
四

歳

の
男
の
子
を
抱

え
て

今
日
も
頑
張

る
。

とっても綺麗に野 菜のイラストが描か

れた野菜の販売所を見つけ まし た。

この販売所、阿弥陀川の八戸さんが経

営してい ますが、中に 入りますと、自家

の畑から採り立ての新鮮な野菜「ピーマ

ン・ニンニ ク・ ミニトマト・ナス・キュ

ウリ・トマト（ 桃太郎 ）・大根・ カボチ

ャ」等が割安の値段で棚に並べら れてお

ります。

この販売所、秋の収穫が終わる まで営

業すると聞 きます。一度ご覧に なっては

いかがですか ７

ｏ９月行事予定　　　

21　　19　　14　　13　　12　　8　　4　　2 日

母　　参　　敬　　英　　献　　蟹　　秋　　 蓬
親　　観　　老　　語　　血　　田　　の　　 田
教　　日　　会　　ス　　ー　　地　　大　 一保
室　　　　　－　　ピ　　役　　区　　掃　 雨育

一　　　　　村　　｜　　場　　少　　除　 天所
中　　　　　ト　　チ　　前　 年　 検　 は運
央　　　　　レ　　　コ　　　ー　　防　　査　 中動
公　　　　　｜　　ン　　　　　犯　　一　 学会
民　　　　 ニ　　テ　　　　 弁　 中　 校

館　　　　 ン　　ス　　　　 論　 沢　 体
－　　　　 グ　　ト　　　　　大　　Ｓ　育

セ　　　　　　　会　 高　 館
ン　　　　　　　　　　根　－
夕　　　　　　　　　　　　　　

‾｜

行

事

民　　蓬　　民　　蓬　　民　　蓬　　民　　保
田　　　　　田　　　　　田

生　　小　　生　　中　　生　　中　　生　　育
学　　　　　学　　　　　学

課　｜　校　　課　　校　　課　 校　 課　 所

担

当
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け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
2
4

故

郷
蓬
田
村

を
昭
和
五
十
三

年

に
離
れ
は
や
十
二

年
に
な
り
ま
す
。

現

在
、
新
潟
県
長

岡
市
に
住
ん

で

居
り

ま
す

が
、
最

初
は
高
校
卒

業

と
同
時

に
東
京

の
専
門
学
校
に
入

り
ま
し

た
。

「
学
校

が
終
わ
っ
た
ら
必
ず
蓬

田

に
帰

っ
て
こ

い
よ
１
・
」
と
言
っ

た
両

親
の
言
葉
で

は
あ
り
ま
し

た

が
、
卒

業
し

て

か
ら
視
野

が
広

が

り
ま

だ
故

郷
に
帰

る
気

に
な

れ
ず

東
京
で

就
職
し
ま
し

た
。
そ
し
て

す
ぐ
新

潟
県
長
岡
市

に
転
勤
し
て

来
ま
し

た
。
そ

の
二

年
後
に
結
婚

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

し

現

在

に

至

っ

て

居

り

ま

す

。

そ

ん

な

私

も

近

頃

で

は

、

身

内

の

結

婚

式

等

で

帰

省

す

る
機

会

も

増

え

て

我

が
蓬

田

村

が
ど

ん

ど

ん

発

展

し

て

行

く

姿

を
見

ら

れ

る
様

に

な

り

ま
し

た

。

私

か
小

さ

い
頃

、
よ

く

釣

り

を

し

て

い

た

防

波

堤

も

い

ま

で

は

き

れ

い

に

な

っ

て

い
ま

す

。

こ

れ

か

ら

益

々
近

代

的

に

な

っ
て

行

く

と

思

い
ま

す

が

、

た

だ
忘

れ

て

は

い

け

な

い

の

が

『
青

森

県

蓬

田

村

』

だ

と

言

う

こ

と

で

す

。

『
青

森

』

と

い
う

の

は

『
青

い
森

』
、『
蓬

田

』

と

言

う

の

は

そ

の

『
青

い

森

』

の

中

の

『

ヨ

モ

ギ

と

タ

ン

ボ
』

と

書

い
て

あ

る

と

お

り

に

自

然

を

大

事

に
し

な

が
ら

近

代

的

発

展

を

望

ん

で

お

り

ま

す

。

最

近

で

す

が

、

こ

の

ゴ

ー

ル

デ

ン
ウ

ィ

ー

ク

に

家

族

と

故

郷

に

帰

省

し

て

子

供

に

言

わ

れ

た

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

。

『

お
父

さ

ん

の
生

ま

れ

た

と

こ

ろ

は

何

に

も

な

い

か

ら

お

も

し

ろ

く

な

い
。

』

と

言

わ

れ

ま

し

た

。

で

も

私

は

、

『
お

父

さ

ん

の

子

供

の

頃

は

、

も

っ

と

何

も

な

く

、

あ

る

の

は

山

と

海

で

そ

の
中

で

遊

ぶ

こ
と

を
考

え

て

遊

ん

だ
ん

だ
よ

！
・
』

と

言

っ

て

い

ま

す

。

最

近

の
子

供

は

何
不

自

由

な

く

物

を

手

に

入

れ

る

事

が
出

来

る

様

に

成

り

ま

し

た

が
、

自

然

と

言

う

の

は

簡

単

に

手

に

入

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん
。

で

す

か
ら

子

供

達

に

は

、

自

然

と

言
う

も

の

は

ど

ん

な

に

大

切

か

、

い
か

に

重

要

な

も

㈲
新
潟
オ
フ
ィ
ス
マ
シ
ン

技
術
課
長

の
か
を

教
え
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

そ
し
て

、
私
の
育

っ
た
故
郷
蓬
田

村
も
、

自
然

が
豊

富
で
豊
か
な
村

で
あ

る
と
子

供
達

に
は
言
っ
て

い

く
つ
も
り

で
す
。

私
の
子

供
も
今
は

ま
だ
、
小
学

校
二
年
生

と
一
年
生
で

す

が
、
自

然
に
と
け

込
ん
で
行
け

る
よ
う
な

荒
　
木
　

靖
　
人
さ
ん

めも

･･ 現住所 ／新 潟県長岡 市関 原町１丁 目4608 番 地

容0258（46 ）9859卜 生年月 日／ 昭和35 年２月 ５日

･・出身／ 蓬田／ 小松清三 郎氏 長男卜 家族 構成／

妻 ・きよえ ・長 男・翔 （し ょう ）･諒 （りょう ）

S・好きなも の／ド ライブ ・パ ソコン ・ゴル フ ・

釣り 加・経歴 ／青 森県立 今別高 等学校 卒 （昭和53

年 ）・日本 工学 院専門 学校卒 業（昭 和55 年）･ジ

ャ パング レーラ イン有 線事業 部（ 昭和55 ～57 年 ）

・㈲ 第一電気 工業所 （昭和57 ～6〔〕年） ・㈲新 潟

オフィ スマシン 「営業 ・技 術部／ 技術 課課長 」

（昭和60 ～現 在に至る ）

ご結婚おめでとうございます

佐井　邦彦（広　　 瀬）

三上　 優子（浪 岡 町）

越田　希悦（瀬 辺 地）

木戸ゆき子（瀬 辺 地）

藤本　鈴夫（長　　 科）

佐藤惠美子（青 森 市）

前田　 清秋（愛 知 県）

山館美年子（瀬 辺 地）

和田　正道（中　　 沢）

市川ひとみ（青 森 市）

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●8

広　報　よ　も　ぎ　た

健
康
優
良
児
に
育
て
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
村
制

一
〇
〇
周
年
に
当
た
り
、
蓬
田
村

の
益
々
の
御
発
展
と
、
村
民
の
皆

様
方
の
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
卜

げ
ま
す
。

戸籍の

窓　囗

人 口 と 世 帯 数

(７月31日現在)

総人口4,196人

男　2,027
人

女　2,169人
世帯数1,058世帯

サフ 月 受 付分

お誕生おめでとうございます

工藤　千広

清水　　大

大津　　瑛

春　明

勝　代　長男

敏　夫

友紀子　２男

おくやみ申し上げます

越田圓太郎（瀬辺地　76 ）

中村　 ヤヱ（蓬　 田　86 ）

青木　 慶作（ 阿弥陀川　86）
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